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   Ｃ０７Ｆ   7/18     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/16     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/18     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   7/18    ＣＳＰＭ
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   Ｃ０９Ｄ 183/04    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 183/06    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/16    　　　　
   Ｃ０７Ｆ   7/18    　　　Ｎ
   Ｃ０７Ｆ   7/18    　　　Ｇ
   Ｃ０７Ｆ   7/18    　　　Ｋ
   Ｃ０９Ｋ   3/18    １０２　
   Ｃ０９Ｋ   3/18    １０４　
   Ｂ０５Ｄ   7/24    ３０２Ｙ
   Ｂ０５Ｄ   7/24    ３０２Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月26日(2011.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式
【化１】

　の化合物であって、
　式中、
　Ｒｆはフッ素含有基であり、
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　Ｒ１は、共有結合、多価アルキレン若しくはアリーレン基、又はこれらの組み合わせで
あり、前記アルキレン基は、１つ以上のカテナリー酸素又は窒素原子を含有しているか、
又は含有しておらず、
　Ｒ２は式：
【化２】

　であって、式中、
　Ｘ２は、－Ｏ、－Ｓ－、又は－ＮＲ４－であり、式中、Ｒ４は、Ｈ又はＣ１～Ｃ４アル
キルであり、
　Ｒ５は、Ｃ１～Ｃ４アルキル、又は－Ｒ６－Ｓｉ（Ｙｐ）（Ｒ７）３－ｐ又は（Ｒｆ）

ｘ－Ｒ１－Ｘ２－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２ＣＨ２－であり、
　Ｒ６は、二価のアルキレン基であり、前記アルキレン基は、１つ以上のカテナリー酸素
原子を含有しているか、又は含有しておらず、
　Ｙは、加水分解性基であり、
　Ｒ７は、一価のアルキル若しくはアリール基であり、
　ｐは、１、２、又は３であり、並びに
　ｘ及びｙは、それぞれ独立して、少なくとも１であり、ｚは、１又は２である、化合物
。
【請求項２】
　Ｒｆが式：

【化３】

　であって、式中、
　Ｒｆ

１は、一価のペルフルオロアルキル基、あるいは二価のペルフルオロアルキレン基
であり、
　Ｑは、共有結合、又は二価のアルキレン若しくはアリーレン基であり、前記アルキレン
は、１つ以上のカテナリーへテロ原子を含有しているか、又は含有しておらず、
　Ｘ２は、－Ｏ－、－ＮＲ４－、又は－Ｓ－、であり、式中、Ｒ４は、Ｈ又はＣ１～Ｃ４

のアルキルであり、
　ｚは１又は２であり、
　ｖは０又は１である、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒｆ

１が、式
　Ｗ－Ｒｆ

３－Ｏ－Ｒｆ
４－（Ｒｆ

５）ｑ－
　の基を含み、式中、
　Ｗは、一価のペルフルオロオキシアルキルについてはＦであり、二価のペルフルオロオ
キシアルキレンについては開殻価電子（「－」）であり、
　Ｒｆ

３は、ペルフルオロアルキレン基を表し、
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　Ｒｆ
４は、１、２、３、又は４個の炭素原子を有するペルフルオロオキシアルキレン基

、又はこうしたペルフルオロオキシアルキレン基の混合物からなるペルフルオロアルキレ
ンオキシ基を表し、
　Ｒｆ

５は、ペルフルオロアルキレン基を表し、
　ｑは、０又は１である、請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　シラン基のＲｆ基に対するモル比が１：１を超える、請求項２に記載の化合物。
【請求項５】
　請求項１に記載のシラン化合物の硬化コーティングを有する基材を含むコーティング物
品。
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